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誘導ブリルアン散乱に伴って生じる動的な音響グレーティングであるブリルアンダイナミックグレーティン
グ(BDG)は、その光で高速に書き換えられる特徴から新しい計測・制御技術として期待されている[1-3]。
我々のグループでは、偏波保持ファイバ上に構成されたBDGの反射スペクトルが持つ特徴的な温度依存性を
利用して、温度と歪を分離した分布計測を可能にするBDG-BOCDA法を提案・実証している[4]。ところが、
BDG-BOCDA法の位置分布計測では、光相関領域法（BOCDA法）によってBDGを局在化させるが、BDG反
射スペクトルの空間分解能が低減する問題が生じていた。 
　そこで我々は最近、光源強度変調による空間分解能の改善手法(半分アポダイズ法)を提案し[5]、実験的に
実証した。図１は、半分アポダイズ法の空間分解能を評価すべく分布計測実験を行った結果である。長さ
100 mの偏波保持ファイバの中央部のうち8 cmを氷水に浸して付近のBDG反射スペクトル分布を計測した。
理論空間分解能にして4.4 cmに相当する変調パラメータに対して、8 cmの冷却区間をほぼ実長で検出するこ
とができ、従来法の理論空間分解能に対する10倍程度の劣化を半分アポダイズ法によりほぼ解消できるて
いることがわかった。 
　今後のさらなる改良には、BDGの局在化に伴う反射スペクトルの広がりや偏波間遅延の問題に対処して
いく必要がある。特に、スペクトル広がりは本システムの性能を本質的に制限する重要な課題であると考え
ている。また最近の検討では、半分アポダイズ法で生成されるポンプ・プローブ間のビートスペクトルは、
ファイバ上の位置と周波数が一対一に対応しており、相関ピーク位置を動かさなくても、プローブ周波数の
走査のみで実質的に位置分布計測を行えることもわかってきた。発表ではこのような現状の進展についても
報告する。 
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図1：(a)実験系（PBC, polarization beam combiner） 
(b)BDG反射スペクトルの分布計測結果、(c) (b)における各位置の最大周波数プロット
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